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配 布 日 時

平成３０年５月２１日 

１９：４５ 配付 

「平成２６年８月豪雨」による土石流被害箇所における 
１０１０隣渓流土石流警報装置（ワイヤーセンサー）の 
誤作動について（続報） 

本日（5月21日）16時36分、広島市安佐南区八木町の1010隣渓流に設置してある土石
流警報装置（ワイヤーセンサー）で異常を感知し、周囲においてサイレンの吹聴、パト

ランプの回転がありました。

現地確認を行ったところ、土石流が発生した形跡はなく、地形変化が見られないため

誤作動と判断しました。

本日の誤作動箇所は5月18日、19日と同じ箇所の土石流警報装置（ワイヤーセンサー）
であり、地域のみなさまには誤作動により、度々のご心配をおかけいたしましたことお

詫び申し上げます。

誤作動のあった土石流警報装置（ワイヤーセンサー）については、本日、警報機器の

更新を行ったところですが、本日の誤作動を受けて、引き続き原因究明に努めるととも

に、信頼性向上のため、今後は電気的に別系統のワイヤーセンサーをもう１セット追加

して二重化を行い、両方のセンサーがともに切れたら作動するシステムとし、正確な警

報に努めてまいります。 

なお、他箇所の土石流警報装置（ワイヤーセンサー）３箇所についても、既に簡易点

検を始めましたが、1010隣渓流での誤作動を受けまして詳細な点検につとめて参ります
。 

＜問い合わせ先＞

    国土交通省 中国地方整備局 太田川河川事務所

０８２－２２２－９２４４（直通） 

【担当・問合わせ先】 

    工務第二課長 末永 敦


